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 H27 土地利用計画は重点事業  
 今までの経過、メンバーの皆様、役員の皆様でワークショップにより、資料がまとまった。 
 これが成案ではなく、あくまでたたき台としてこれから説明会で町民の皆様から意見をいただく。 
 地域総合計画の皆様にもご参加いただき意見のまとめ等行っていただく。 
 策定委員会で、公図の位置など、きちんとした区画の中でゾーニングする。 
 基本的な考え方、なぜそこを農地にしたかなど理由を固め、最終的な案にする。 
 本日、農業委員会にこの内容を示したところ、農地を守る立場のみなさんからご批判をいただいた 
 なぜ農業委員をこの委員会に加わっていなかったことに対して、農業委員会から「残念だ」という声があった。 
 過去の経過によると、農業委員会は土地利用計画を審査する立場であり、土地利用計画を考える立場ではない

との当時の課長・農業委員会事務局との判断もあった。 
 やはり、農業を一生懸命やっていただいている皆様なので、今後は会議の内容を細かく説明しながら、農業委

員会からご意見をいただき、それをこの会議に持ち帰り、話をするという事でご理解いただいている。 
 この様な手続きをふまえると、なんとか 10 月までと考えていたが、長引く可能性もある 
 まず、土地利用をしっかりしてからでないと、景観計画には移ることができない 
 人の土地の権利に関わることなので丁寧な対応をしていきたい。 
 
〇資料説明 
 目的やゾーニングの 1 ページ目の右側に書いてある事を説明したい。 
 土地利用計画のあり方は、リニア中央新幹線の開通がきっかけになって大きく変わっていってしまうだろう。 

高森町の土地利用のあり方について、リニア中央新幹線の開通という事があり、乱開発されないために行政の立

場として明確に示すべき。守るべき農地や、景観も守り、一方で町民の皆さんが安心して生活できるような住宅

地域・商業地域・働くための工業地域を考えていきたい。 
 ゾーンを引くことについて、≪土地利用ゾーニングの視点≫にあるように新たな住宅地・商業地・工業地の確

保と守っていく農地はどこかということ、現状の住宅地・商業地・工業地を保全すべきところ、大切にすべき景

観や歴史・文化的遺産をきちんと考えたゾーニングにしましょうというところで始まっている。 
 
・土地利用計画の範囲 
 都市計画区域の部分。山の部分は都市計画区域ではないので、土地利用計画の部分には入っていない。 
 
・土地利用計画策定の考え方 
 一昨年度の土地利用の把握、高森町の土地利用がどのようにされているのか示している。 
 例えば、地形の高低・河岸段丘・3 つの河川や道路の形状について書かれている。 
 下側に来ると農地のポテンシャルについて地域総合計画さんにみていただいた。 
 ピンクのところが優良な農地である。こういったところは農地を守っていかないといけない前提があった。 
・市街地、集落地の適正地評価 
 丸がある所については、土地分級データにおいて、どちらを優先にすべきかを判断しなくてはならない。どち

らも優先性が高い土地である。 
 こういった資料を示す中で、ワークショップをし、地域の皆さん・委員の皆さんがどのように考えているか、

例えば、≪保全ゾーン≫下市田の用途地域の周辺などは住宅地として保全≪開発ゾーン≫下市田地区・国道 153
号線など 



 
・ワークショップの意見のまとめ(図面参照) 
 
・景観について 
 今後、景観計画に入る部分がある。上段地域の眺望についてなど 
 
・土地利用ゾーニング 
ゾーニングの設定の理由として、なぜいま現在しているか 
これは結論ではないので、今後町民の皆さんのご意見や農業委員会の意見を聞きながら、ゾーニングの理由は変

えていかないといけないが、あくまで、ワークショップの意見を踏まえてというところで、例えば優良農地を保

全していく点では下市田河原地域については工業地がいいのではという相反する意見もある。 
 
・土地利用のゾーニング案 
 濃い黄色は優良農地 
 一方現在も優良農地として活用されている上市田地区、下市田地区国道沿いは、農地として守りながら、歴史

文化も保全しながら、宅地化していく。 
 役場周辺から斜線に入っているところは、用途地域が敷かれており、現行法では変更するのが非常に困難です。

いわゆる住居専用地域を誘発する場所 
 市田駅の周辺 商業用地なかなか変更は難しい 
 国道沿線 都市計画道路になっている。道路から３ｍ離れたところでないと住宅等が建てられない。この先 2
車線道路になる可能性もある。 
 さらに外の現在農地になっている部分も最終的には商業地にしてもいいのではというピンクの斜線になって

いる。 
 委員の皆様は、少なくとも１か所に参加をお願いしたい。 
 実際の意見交換で、直接ご意見を聞いて欲しい。 
 CATV でも取材する。様子も放送する。 
 必要に応じて、どんな意見が出たかお示しする 
 非常に農繁期で申し訳ないが、6 月までのこの手続きで進めていく 
 当初下市田を 5 月 20 日に設定していたが、農業委員会の意見から 6 地区で開催したい。【日程調整中】 
 説明会ではなく、意見交換会としたい。 
 
〇質疑 
・(委員) 文字訂正 下田駅→下市田駅 萩原神社→萩山神社 
 
・(委員) UI ターンや若い農業の担い手の方たちの住んでいるところが、開発ゾーンになるのはどうか 
 
・室長 意見交換会に出てきていただいて、言っていただければよい。いろんな判断はできる。 
 ただし、農地に関しては、圧倒的に荒廃地になる可能性がある。 
 農業委員におけるアンケートでは、自分の代は頑張るが、次の代はできないといった回答が多くある。 
 それが点在して荒廃地ならないよう、優良なところで農業をやっていただける環境を整えることも必要 
 
・(委員) 本当に意見を聞くつもりなら、形だけで意見を聞くのでは足りないのでは。例えば、営農支援でいえ



ば「ゆうき」の人たちの話を聞くことも必要なのでは。 
 
・室長 今日は農業委員会、今後は、商工会、新規就農者（農業委員会を通じて）を集めて説明させていただけ

ればしたい。できるだけ、いろんな方の意見を聞きたい。 
 
・(委員) 下平の天竜川沿いの水田地帯について、橋がかかり、住宅地として開発ととらえているが、リニアの

残土を入れてはどうか。 
 
・室長 高くすることか 
 
・(委員) 違う。吉田南地区長が、吉田南は(災害想定時)５０ｃｍ浸水するので、隣の農地に土地を上げて移住し

てはという意見を言っていた。ゾーニング案では農地保全になっているので、（下平周辺を）工業地・住宅地に

するのであれば、残土も入れることを町で話をして最初から開発をしたほうがいいのでは。 
 
・室長 今このタイミングではなんともいえない 
 
・(委員) 地主さんがやることかもしれないが 
 
・室長 天竜河原はほとんど国有地で、個人所有の場所はほとんどない。農地の許可はおりない。そこの開発に

ついては、具体的な話は触れていないが、国が許可しない。 
 この部分については最終的にはゾーンから外して白地となる。 
 国の許可が下りないので、天竜川の河川敷は、宅地も農地もありえない。 
 これまでは、国との借地契約で耕作していたが、今後は不可 
 このご意見をいただき、結論は先送りさせていただきたい。 
 残土はこれから 10 年くらい出てくるので、残土の引き受けことは計画が出来上がったところでもできるので

参考にしたい。 
 
・(委員) 本当は吉田南の堤防を上げて欲しい 
 
・室長 吉田南については、残土でかさ上げしてほしいと、町長がお願いしたが、いくら町がお願いしても国有

地に対してはなかなか賛同を得られない。 
 今後の予定は、説明会が終わったら、不定期で会議を実施する。 
6 月の後半に意見交換会の意見をまとめて通知したい。必要に応じて内容の修正等の会議を行いたい。 
 
・(委員) 宅地化ゾーンで、防災上の危険地域をゾーン化するのはまずいとの意見もあったが。 
 防災上の意見はある程度チェックをしたほうがいいのでは 
 
・(委員) ハザードマップの急傾斜地などを入れる必要があるのでは 
 インフラ・沿道の住宅化はわかるが、防災上問題のあるところは、しっかり反映させること 
 
・室長 ハザードマップの図面と合わせて行いたい。 
 


